
水道施設台帳の県内統一フォーマット「長野モデル」の構築と活用

～長野県水道事業広域連携推進協議会～

令和４年度 水道イノベーション賞【特別賞】

【水道イノベーション賞とは】
公益社団法人 日本水道協会が、日本水道協会会長表彰の一つとして水道事業に係る優れた取組を表彰するもの。

〇 概要
現在の水道界は、老朽施設の耐震化を含めた更新・再構築、巨大地震などの自然災害の備え、技術の継承、人口減少社会到来
への対応等、多くの課題を抱えている。
そうした中、さまざまな工夫を持って課題の克服に取り組んでいる正会員を表彰し、取組事例を紹介するとともに、その功績を讃えること
により、日本の水道界が新たな取組に着手する気運を高めることを目的として、平成26年度より日本水道協会会長表彰の一つとして
水道イノベーション賞を設置。

〇 令和４年度全国会議で表彰
令和４年10月19日(水) ～21日(金)の３日間、中部地方支部の名古屋市（ポートメッセなごや）で開催。
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人口減少社会を迎え、水需要の減少などの課題に直面し、広域連携の推進や適切な資産管理を図ることが重要。

長野県では環境部・企画振興部・企業局が協働し、県内全ての市町村・水道事業を営む企業団が参加する
「長野県水道事業広域連携推進協議会」を令和２年10月に設立。

また、協議会の下に「水道情報共有ワーキンググループ」を設置。

施設情報を共通・共有化し、災害応援時の活用、広域化・広域連携検討に活用できる県内統一フォーマット
による水道施設台帳である「長野モデル」構築の調査・研究に着手 「市町村等も参画した水道情報共有WG」

○「簡易水道等小規模水道における水道施
設台帳作成の手引き」の設計思想をベース
としつつ、厚生労働省による「水道施設台帳
として整備すべき情報」の内容を網羅。

さらに「水道情報活用システム基本仕様
書」と整合を図り、入力項目はNEDO 水
道情報活用システム 基礎データ項目（水
道標準プラットフォーム：簡易台帳アプリ
ケーション）入力項目（８８項目）を参考
に将来的な全国標準化対応を意識。

○入力内容(用語）の統一と作業の簡略
化のためドロップダウンリストを多く採用

１．課題・経過

「長野モデル」の特徴
２．「長野モデル」の概要
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４．取組による効果

①水道施設の適切な管理（維持管理水準の底上げ）が可能となる
②アセットマネジメントの精度向上が図られる
③大規模災害時等の危機管理体制の強化が図られる（災害時に外部からの応援受入がスムーズになる）
④広域連携や官民連携等のための基礎資料として活用できる
（近隣と施設管理で連携しやすい。正確な水運用の広域連携シミュレーションが可能。監視、台帳管理等のアプリケーションが利用可能）

３．「長野モデル」の検討過程

（２）管路台帳

（１）施設台帳

県内統一フォーマットで整理された情報を水道事業者間の連携や危機管理体制整備などに活用
システムの共同化や広域連携シミュレーションアプリ等に関する研究を実施

５．今後の展開

「長野モデル」の入力例
開催回 内 容

第1回
WG

R2.11.30

【合意】適切な資産管理のほか情報共有や広域連携の検討に活用していくため、
県下全事業体で同じデータ項目により整備する。

【協議】データの整備・保有形式（Excel・システム）について

【協議】項目数や整備スケジュール、整備のため委託をする際の費用・財源について

第2回
WG
R3.1.12

【研究】JECCによる「水道標準プラットフォーム」と「簡易水道台帳システム」の説明。

【アンケート】水道施設台帳整備について各事業体の意向や課題を集約。

【合意】データ項目は、水道法の項目を含む、広域連携やスマート化を見据えたものとする。

第3回
WG
R3.2.12

【研究】JECCによる「簡易水道台帳システム」のデータ項目や整備費用等の説明。

【合意】国の標準仕様に準拠したデータ項目による「長野モデル(案)」を作成。
市町村の実情に応じて整備できるよう「必須項目」と「任意項目」を設定。

【合意】Excel形式による整備・保持を基本とするが、システムによる整備等も可能。
R3年度は、共同システムの導入を希望する事業体で研究する。

第2回
協議会
R3.5.28

・「長野県水道事業広域連携推進協議会」において → 長野モデルを決定
・台帳整備を促進するため、市町村等への相談支援や進捗確認を実施
・本県独自の項目と「国の標準仕様」との調整を図りつつ、必要に応じて長野モデルを改訂
・情報共有の仕組みを研究（水道施設台帳システムの共同化については、希望する市町村等で研究）

第4回
WG

R3.12.13

【フォローアップ】
整備状況と課題の確認
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